
０．序

本学，東京成徳短期大学・言語文化コミュニケーション科（以下，言コミ科）では，情報社会と

言われる現代社会の要請などもふまえ，2000年度に現在の名称に科名変更して以来，情報科目を科

の必修科目として位置づけてきた。また，2003年度から高校の教科「情報」が必修となり，大学に

おいても情報教育の見直しについて多く語られている昨今である。本稿では，言コミ科における情

報教育の今後の在り方を模索するために，簡単にここ数年の情報系科目について振り返るとともに，

現状を把握した上で，言コミ科における情報教育の在り方について考察する。

１．言コミ科の情報教育

言コミ科では，2000年度に必修科目として「情報論」と「情報演習」の２科目を基礎科目として

設けた。また，2004年度に２つの専攻（日本語文化専攻・英語文化専攻）に分かれていたものを廃

止し「言語文化コミュニケーション科（観光・英語・日本文化）」とした際のカリキュラム変更で

も，数少ない必修科目として「情報」を設置し，その他の情報系科目も大幅な見直しを行った。

表１の通り，2004年度のカリキュラム変更では，必修科目こそ減少したが，科目数・内容ともに

かなり充実を図った1）,2）。また，2003年度までは上記情報系科目のほとんどすべてを情報処理・情
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表１

年 度 2000～03年度 2004年度

科 名
言語文化コミュニケーション科

（日本語文化専攻・英語文化専攻）
言語文化コミュニケーション科

必修科目
情報論（２）

情報演習（１）

情報（１）

選択科目

情報基礎演習Ａ・Ｂ（各１）

メディア技術演習（１）

英文ワードプロセッサ演習Ⅰ･Ⅱ（各１）

情報メディアリテラシー（２）

情報メディア活用法（１）

ネットワークコミュニケーション（１）

プレゼンテーションの技法（１）

メディア技術演習Ａ～Ｃ（各１）

情報処理演習Ａ・Ｂ（各１）

パソコン基礎演習（１）

科 目 数 ７ 11

※科目名の後の（ ）内は単位数



報教育を専門とする専任教員１人が担当していた（専門科目として開講していた「情報英語」「デー

タベース演習」などを除く）が，2004年度からは筆者を含む言コミ科の専門科目を担当する３人に

よる分担となっている。まだ１年目途上のため，これらの科目設定についてのトータルな検証はで

きないが，後述するとおり，専門的な科目との有機的な結びつきをより考えた形で全体の内容を考

えていくことが肝要である。

２．現状把握のためのアンケート調査

インターネットのブロードバンド接続（パソコン・携帯電話）の普及やパソコンの低価格化のお

かげで，自宅をはじめインターネットアクセスも容易になり，短大生にとってもインターネット・

電子メール・デジタル文書作成・デジタル画像の処理というものは身近になってきていると言える。

しかし，過去数年の筆者が行ったパソコン・ネットワーク関連の授業などでの状況からすると，よ

り広範で大規模情報を扱えるパソコンの基本的操作能力やネットワーク資産の活用については，ま

だまだ十分とは言えず，さらには学生間の知識・技量の差はかなり大きいと考えられる。さらに，

2003年度からは高校での教科「情報」が必修となったが，現在の学生はその恩恵に被ってはおらず，

学校教育内での情報教育科目の履修状況はかなりの多様性があることは否めない。そこで，2004年

度入学の言コミ科の学生を対象に，下記の要領で現況を把握するためアンケート調査を行った。

３．結果・考察

３ １．＜第１回目＞入学直後3）

①アンケート実施日：2004年４月３日配布・５日回収

②対象：2004年度・言語文化コミュニケーション科１年全88名

③回答数：87名（記名式）
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＜実施方法・時期＞

第１回 第２回

対 象 2004年度入学生（総数88名） 必修科目「情報」受講者（総数87名）

回答数 87名 82名

時 期 ４月・入学直後 ５月下旬

内 容

必修科目「情報」を実施する上での参考にす

るためのもので，比較的短時間に簡単に回答

できるように項目も少ないものを作成。

必修「情報」の授業においていくつかの基本

的事項について学習をし，アンケートで使用

される表現などに多少なり慣れたと思われる

段階で，入学時よりは量的にも多く，また内

容的にも詳細なものを作成。（但し，入学段

階での状況について把握するため，基本的に

４月時点での技量・知識として回答をしても

らった。）

方 法
・用紙を配布し２日後に回収

・記名式

・必修授業時間内に実施

・無記名式

用 紙 付録１ 付録２



④結果・考察

入学段階でパソコンに親しんでいるものはそれ程多くない。また，インターネットの利用につい

てはホームページの閲覧などに概ね限られ，電子メールの頻度高い利用者は極めて少なく，文書作

成の基本的ソフトであるワープロの使用もあまりない。結果，キーボード操作（タイピング）も不

慣れであり，ブラインドタッチでスムーズにタイピングできる学生はわずか１名である。但し，こ

の種のアンケートでの回答では，控えめに答える場合もあるので，数字をそのまま受け入れること

はできないが，その後の授業でのタイピングの様子を確認した印象では，実態と上記の数字はそれ

ほど逸脱しているものではないと考えられる。但し，アンケート結果からははっきりと数値的に示

されていないが，慣れている学生と不慣れで今までほとんどパソコンに触れてことのない学生との

間の格差は極めて大きいということは，授業を通して十分感じられた。

また，自宅でのパソコン利用の割合も極めて低く，後の調査の設問から自宅にパソコンがありイ

ンターネットに接続している場合でも，それ程積極的に使用している学生は多くなく，電子メール

については約８割が経験なしという状況である。このことは，携帯電話のメール機能が普及・充実

したことと関係がある可能性もあるが，女子学生のみの本科においては，そもそも「パソコン」と

いう機械に対しての苦手意識などが最初からあるということも考えられ，設問７の結果からも，他

者への依存度が高いことがわかる。こういった学習者が自信をもって操作ができるようになるため

には，精神的な面からの意識改革というものも必要であると考えられる。
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１．高校でのパソコン授業

ほとんどなし 43

少し 33

よくあった 11

２．自宅でのパソコン利用

なし 46

週１回程度 26

週３回以上 15

３．タイピング

ほとんどできない・したことがない 25

キーボードを見ながらなら打てる 49

キーボードは少し見るが速く打てる 11

キーボードを見ずに速く打てる 1

無回答 1

４．ワープロの利用

利用せず、手書き 61

ときどきワープロを使う 24

よくワープロを使って文書作成する 1

無回答 1

５．PC電子メールの利用

メールアカウント（アドレス）を持っ

ていない。
71

自分用のメールアカウントを持って

いて，時々使う。
11

自分用のメールアカウントを持って

いて，よく使う。
5

６．インターネットの利用

ほとんど利用したことがない。 23

時々利用する。 46

かなり利用する。 18

７．トラブルがおきたらどうするか。

そのままにしておく 5

誰かに頼る 69

自力で解決することが多い。 10

無回答 3

※設問２の自宅でのパソコン利用がありと回

答したものの具体的内容は，「インターネッ

ト」が圧倒的多数。以下，電子メール・音楽・

ゲーム・ワープロなど。



３ ２．＜第２回目＞５月下旬4）,5）

①アンケート実施日：2004年５月25・27日

②対象：2004年度・言語文化コミュニケーション科１年・必修「情報」履修者87名

③回答数：82名（無記名式）

④結果・考察

Ａ．パソコン操作・インターネット利用
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１．パソコン操作の経験（Ａ）

ある 69

ない 13

２．パソコン操作を習った場所

中学 42

高校 36

中学・高校（上記の中学・高校の数値含） 18

独学 8

習っていない 13

その他（家族・友人から） 8

３．パソコン操作の経験（B）

ある 40

ほとんどない 40

無回答 2

４．できる・理解しているパソコン操作

マウスの操作 70

ウィンドウの開閉・サイズの変更 63

ウィンドウの各部の名称，ボタン，

メニュ－の意味

17

ファイル・ディレクトリ・フォルダ

の構造の理解

12

５．タイピング速

キーを１つずつ探しながら打つ 53

何文字かに１回ぐらいキーの位置を

探すが，大体覚えている
22

キー配置はほとんど覚えていて，１

秒に１～２個の早さで打てる
7

キーを見ないで１秒に数個の速さで

打てる
0

６．ホームページ閲覧について

URLアドレスを入力して特定のペー

ジ閲覧
39

検索ページ・サイトを使って，目的

のページを探し出せる
63

ネット上からソフトウェアをダウン

ロードして，パソコンにインストー

ルできる

7

無回答 18

７．電子メールの送受信

できる 30

できない 50

無回答 2

８．ワープロ文書作成

できる 28

できない 53

無回答 1



この部分は，概ね第１回のアンケートと内容的に重複している部分が多く，また意図的に同じ質

問を２カ所でしている（パソコン操作の経験（A）（B））箇所もある。選択肢の表現は一部変えて

いるが，具体的な操作内容を直後に示してある（B）では，「経験がある」の数字が減っているこ

とは，「なんとなく操作をしたことがある」という感覚的な回答から，具体的な項目を意識するこ

とにより，実際的な回答へと変化したということであろう。別のとらえ方をすると，（A）の「経

験がある」という回答者が69名いるものの，「ほんのわずかな」経験程度のものも含まれている，

ということであるとも言える。但し，ほとんどが「できる」としている「マウス操作」にしても，

全員が右クリック・左クリック・中央ボタンなどの使用について，きちんと理解しているわけでは

なく，実際のスムーズな使用ができるかどうかという点では，かなり差があることも事実である。

また，パソコンをはじめた（或いは習った）のが，詳細な実時間数などははっきりしないが，高

校よりも中学の方が多い。多くの学生にとって４～６年ほど前ということになり，Windowsパソ

コンでいうと，概ねWindows98が普及している時期であるが，まだ各家庭へのパソコン・ネッ

トワーク環境の浸透度合いはそれ程高くなく，簡単な聞き取り調査によると中学での授業内容や時

間数も様々のようで，全般的にはそれ程多く中学校で学習したわけではないようである。

ホームページの閲覧については，タイピングがあまりきちんとできないせいもあるだろうが，

URLの入力よりも，検索サイトからマウス操作のみでサイトを見るという形での利用（ネットサー

フィン型）がかなり多い。これは，インターネットを身近なものにする一方で，タイピングの習熟

が遅れる原因とも考えられるのではないだろうか。受信のみという形での利用から，発信という形

にしていくためには，現状においてはタイピングによる入力装置の習熟は必須であるので，動機付

けをはっきり示していくことが必要であると考えられる。

パソコンの電子メールとなると利用経験は半数以下という結果になっており，これは携帯電話の

メール機能の手軽さなどとも関係していると考えるのが妥当であるが，携帯電話のメール機能とよ

り大規模なデータの送受信を可能としてくれるパソコン利用の電子メールの利用も携帯電話のメー

ル機能とは別に，習熟し利用できるようになることが期待される。

Ｂ．パソコン・インターネット環境

自己所有・家族と共用も含めて，自宅にパソコンがある学生は全体の７割を超えており，その中

で８割近くがインターネットに接続している状況である。しかしながら，利用時間は全般的にそれ

ほど多くなく，利用内容もそれほど多岐に渡っていない。パソコンがあり，インターネットがブロー

ドバンドで接続されている環境がありながら，あまり積極的に利用してはいないという姿が想像さ

れる。
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１．自宅でのパソコン所有

ある 59

ない 23

２．所有形態（１の「ある」の回答者）

自己所有 11

家族と共有 30

家族所有 11

無回答 7

３．インターネットへの接続

している 46

していない 9

わからない 3

４．接続形態（３の「している」と回答者）

ブロードバンド（光ケーブル，ADSL,CATV） 17

ナローバンド（ISDN,Modem） 17

わからない 12



Ｃ．ネチケット・情報倫理など

そもそもインターネット・電子メールを頻度高く利用している割合がそれ程高くない中での状況

であるが，昨今色々な報道などでインターネットに関わる事件・犯罪などについては半数以上が聞

いたことがあり，自身・友人などが被害にあったというものもいる。一方，「よく知らない」とい

う回答も３割を超えている。このことも，知識という面においての格差が大きくなっているという

ことを示しているものである。また，ネットワークのマナーなどは，必ずしも唯一絶対的なものが

あるわけではなく，時代とともに変わっていくものである以上，「考え方・とらえ方」ということ

を理解させるための工夫が必要となってくる。

最後に，「著作権」についての設問は，インターネットが普及に伴い，容易に情報を劣化しない

まま「コピー」することができるようになったため，そういったことに対しての意識を問うために

設けたものである。結果からすると，半数近くが言葉だけを知っている程度で，「まったくわから

ない」と合わせると65％が「著作権」に対する意識がない，或いは低いということになる。実際，

授業などでも，引用元を記さずに利用したり，場合によっては十分に内容を読まずにただコピーす

るだけでレポートなどを作成しようとする学生もいるようであり，意識を高めるための方策を考え

る必要がある。

４．これからの「情報教育」の在り方

「情報教育」と言うとき，時代によっても，また対象とする学習者によっても，その内容は異なっ

ている。「情報＝コンピュータ」という偏った見方はもちろん教員を含めて改められなければなら

ず，コンピュータやインターネットという仕組み以外を利用する従前のメディアの特徴についても

合わせて考えていく必要があるだろう。例えば，求める情報の種類によっては，図書館などにおけ

る「紙」の媒体が適している場合もあるだろうし，身近な「人」がその情報源になることもあるだ

ろう。特にインターネットは手軽である分，依存度が高くなりがちであるが，他のメディアとのバ

ランス感覚もきちんと身につけてもらうことが重要であると考えられる。

従って，本学・言コミ科においては，現況をふまえると，必修の「情報」においては，パソコン・

ネットワークの基本的スキル（マウス操作・タイピング含む）とワープロ，プレゼンテーション，
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１．インターネット上の犯罪について

自分や友人，知人などが被害にあっ

たことがある
7

被害はないが，新聞やインターネッ

トなどでの事件のことを読んで知っ

ている

49

よく知らない 26

２．電子メール・BBSのマナー

相手を意識し，失礼や傷つけること

のないよう常に心掛けている
23

特に意識したことはない 10

マナーとはどういうものかわからない 5

電子メール・掲示板の利用なし 44

３．著作権について

著作権のことを知っており，注意し

ている
28

著作権という言葉は知っているが，

内容は知らない
39

まったくわからない 15



ホームページ作成，表計算などのアプリケーションソフトの基本的使用法について扱うとともに，

リテラシーや倫理という側面について，コンピュータやインターネット以外のメディアも含めて，

できるだけ具体的かつ身近な事例によって理解を促す必要があると考えられる。

そのためには，「情報系」の科目の範囲ではなく，他の言コミ科の科目と出来る限り有機的に結

びつけた形で，学生にコンピュータやネットワーク，或いは他のメディアを積極的に使う動機付け

を提供することが極めて重要だと考えられる。使い道のない「スキル」や「知識」ではなく，コン

ピュータなどの機器をあくまでも「道具」として使っていくことにより，自然と身に付くことは多

いと思われる。

もちろん，ワープロソフトやプレゼンテーションソフト・ホームページ作成ソフトなどの基本的

な使い方は身につけなければならないが，実際にはワープロやホームページで表現する中身，プレ

ゼンテーションの種類や対象というものを意識しなくては，何のためにスキルを習熟するのかがわ

からない，ということになってしまう。特に，検定試験対策などの一部においては，スキルを身に

つけることのみが目的になってしまい，自ら考えるべき「内容」が欠如してしまうことがあり，危

惧する面もある。そこで，情報系科目以外のものからの「要請」や「動機付け」というものの存在

が重要な位置を占めてくることになる。単にアプリケーションソフトの使用法に終始するのではな

く，目的をもった実践を通して様々な知識を獲得していくことが可能になると考えられる。

現在情報系科目の担当者は，いずれも「情報処理」や「情報教育」を専門とするスタッフでない

という点では，比較的，他の科目とのつながりをつけやすい環境にあると言える。しかし，規模も

それほど大きくない科であるということを考えれば，より全体として有機的に連携することにより，

学生の情報メディアに関わるリテラシーとスキルの向上を期待することが出来る。言コミ科におい

ては，2004年度より「観光・英語・日本文化」という３分野を中心に，学生の希望などに応じて様々

な履修スタイルをとれるカリキュラムになっているが，どの分野においても情報・コンピュータの

基本的スキルや知識は必要になりうるし，そういった動機付けをもって情報科目を履修することで，

卒業後にも十分応用可能な知識・スキルを身につけてもらうことができるであろう。

なお，2006年度以降は，高校で「情報」を全員が履修して入学してくるわけであるが，語学や日

本語表現力などの今までの状況も考え合わせると，「履修」したらちゃんと身に付いている，とい

う状況は容易には予想しがたく，スキルの面でも知識の面でもかなりの格差があり続けるであろう

ことが予測される。但し，「情報」必修化前の最後の年である2005年度も，継続して学生の動向を

把握することに努める必要があることは言うまでもない。

注

＊本研究は，研究者３名（大和田栄・糸山昌己・山下琢巳）による共同研究で，平成16年度東京成徳短期大学・

特別研究費からの支援を受けている。本稿は，研究代表者である大和田がまとめたものである。

１）1999年度までは，文科（国文専攻・英文専攻）という科名で，情報系科目は，全学共通科目（或いは特設

科目）の下，科の外に位置づけられており，科目の設定などは，各科とは別に行われていた。過去10年間

のうち，1994年度以降の科目の変遷は以下の通り。

※上記の他，国文専攻（日本語文化専攻）専門科目として「データベース演習」（1999～2004），英文専攻

（英語文化専攻）専門科目として「英文ワードプロセッサ演習Ⅰ・Ⅱ」（199699），「情報英語」（2003-03)

が開講されていた。
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年度 情報系開講科目

1999年度
情報処理論・情報処理演習・コンピュータ概論・情報ネットワーク概論・メディア技術演

習・ネットワークコミュニケーション演習

199498年度 情報処理論・情報処理演習・ワードプロセッサ演習



２）実際の開講コマ数は隔年開講のものなどの関係で，現状では概ねプラス２～３程度ということになってい

る。

３）アンケート本体の表現と，④結果・考察でまとめられている表現は必ずしも一致していない。また，一部，

考察の便宜のためまとめた項目もある。

４）５月下旬のアンケートの結果・考察では，アンケートにおける設問項目のうち，本稿と関係のあるものだ

けを抜粋している。アンケート全体については，＜付録２＞を参照のこと。

５）５月下旬に行ったアンケートの設問項目については，筆者が非常勤講師として出講している玉川大学で実

施されているアンケートの一部を参考にさせていただいた。また，入学直後に実施した内容のアンケート

を玉川大学の学生30名ほどにも参考として回答してもらったが，比較・考察などについては，必要に応じ

て今後の研究に委ねる。

＜付録１＞
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＜付録２＞
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＜付録２＞
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